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研究成果の概要 

本研究では、「分子/格子スケールで整合した有機-無機界面(有機-無機整合界面)」の基礎学理の構築を

目指し、 その特異な有機-無機整合界面を基盤とした、革新的材料の創出を目指している。これまで研

究代表者は、無機物質として水酸化銅、有機分子としてはカルボン酸系分子に着目して、有機-無機整

合界面を実証してきた。2024 度は、当コンセプトの汎用性拡張を目指し、擬ベーマイト（γ-AlOOH）を

無機物質とした有機-無機整合界面の形成を試みた。その結果、安息香酸などのカルボン酸系分子にお

いても γ-AlOOH 上で有機-無機整合界面を形成することが明らかとなった。無機物質上でのカルボン酸

の配位方向が配向を決定する要因であると考えられた。そのため、無機物質上で配位しているカルボン

酸の密度によらず、配向は下地の無機物質の格子の向きで規定されると考えられる。以上の成果は、特

定の条件（ターゲット分子の配位位置および配位方向）を満たすことで、今後、多岐に渡る無機物質群

表面で有機-無機整合界面を形成できる可能性を示している。また、当成果により、γ-AlOOH とカルボ

ン酸系分子の整合界面を起点とした金属有機構造体（MOF）などの機能性物質の配向規定が可能にな

ると考えられる。上記の有機-無機整合界面の基礎学理の構築に関する研究だけでなく、有機-無機整合

界面を基盤とした機能性材料の創出も行ってきた。例えば、水酸化銅表面で有機配位子との整合界面を

介して Cu 系 MOF（Cu-MOF-74）を合成することで、MOF の均一な核形成により光散乱を抑制した透

明性の高い Cu-MOF-74 薄膜を達成した。この薄膜は外部のガス・蒸気環境に対して敏感に反応し、MOF

細孔内へ分子吸着に伴うクロミズムを示すことが明らかとなった。このクロミズム特性により、水蒸気

中（水中）の全範囲のアルコール濃度をスマートフォンで簡単に検出できることを示した。 
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